
田口班 H病類縁疾患班 第２回システマティックレビュー（SR）チーム会議 

2015年 7月 19日（日）11:00～16:00  

聖路加国際病院 本館 2階 

 

【参加者】工藤孝広・神保圭佑（順天堂大学小児科）、小幡聡（九州大学小児外科）、     

住田亙（あいち小児保健医療総合センター小児外科）、藤井喜充（関西医大付属枚方病院小

児科）、  荒木夕宇子・松藤凡（聖路加国際病院小児外科） 

 

【欠席者】渡邊稔彦（国立成育医療センター外科）、深堀優（久留米大学小児外科）、     

山田佳之（群馬県立小児医療センターアレルギー感染免疫・呼吸器科）、         

河合富士美（聖路加国際大学学術情報センター図書館） 

 

【会議内容】 

■H病類縁疾患の定義 解説（松藤） 

■「SRの進め方」解説（荒木） 

□１次スクリーニングの結果 

 ・PubMed・医中誌にて検索した文献（計 721 件）を 3 名（松藤、渡邊、荒木）が確

認 

 ・確認後データ統合（河合）⇒計 360 件の文献を２次スクリーニングの対象とした。 

 

□２次スクリーニングの具体的な進め方 

 ・360件の文献を 8名※で分担する（各 45件） 

  （※工藤、神保、小幡、住田、藤井、渡邊、深堀、山田） 

 ・各々エビデンステーブルを作成（〆切：9月 5日） 

 ・CQ・アウトカムごとにデータを統合する（荒木） 

 ・CQ・アウトカムごとにエビデンスの強さ・推奨の強さを検討（8 名で分担）し、    

推奨文を作成 

⇒SRチームのメーリングリストで検討結果と推奨文を共有 

 ・10 月 16 日（金）（（第 42回日本小児栄養消化器肝臓学会会期中）  

第 3回 SR チーム会議を開催、推奨文を確定 

    ⇒推奨文の最終案をガイドライン作成チームに報告 

  

■演習（エビデンステーブル作成） 

 □２次スクリーニングの対象となる文献のリストから選定された３件の文献を用いて、

実際にエビデンステーブルを作成・討議 

文責：荒木夕宇子（2015 年 7月 19 日） 


